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Abstract: RT middleware summer camp 2012 was held to expand basic users of RT middleware from 30/July/2012 to 
3/Aug/2012. In this summer camp, there are many special lectures to support the development and learning about how to 
use and develop the expected components based on RT middleware. In this paper, we report the RT middleware summer 
camp 2012 and its results.  

 

１．緒言 
	 サービスロボットに対する期待が高まる中で，ロボ

ットに求める機能は多様化してきている．ロボットに

求められるニーズに応えていくためには，ロボット自

身のハードウェア的な性能を向上させていくことだけ

でなく，内部で動作するソフトウェアの高機能化も同

時に行っていく必要がある．しかし，多様化するニー

ズに応えるソフトウェア開発を一つの機関で行うこと

は困難といえ，効果的にソフトウェア資産を開発・蓄

積していくための仕組みが求められている．ロボット

ソフトウェア開発に関わる課題に対して，ソフトウェ

ア資産の相互運用を可能にするミドルウェア技術が注

目され，RTミドルウェアの開発が行われてきている[1]．
また，NEDO「次世代ロボット知能化技術開発プロジェ
クト」[2]などにおいて，RTミドルウェアで動作するソ
フトウェアモジュール（RTコンポーネント）の開発や
その成果が公開されてきている．こうした取り組みに

より，ロボットのソフトウェア資産が幅広いユーザに

よって利用できるようになることで，ロボット関連技

術の底上げが期待できる． 
	 これまで，RT ミドルウェアの普及を目的として， 
2007 年から計測自動制御学会システムインテグレーシ
ョン部門講演会の特別 OSとして RTミドルウェアコン
テストが行われてきた．本コンテストでは，開発を支

援するツール群や，RTコンポーネントを用いて構築し
た有用なシステムなど，多くの良い作品が報告されて

きた．またこれらの作品は一般に公開されており，多

くのユーザが利用できる仕組みを構築してきた．RTミ
ドルウェアコンテストにおける取り組みを継続しなが

ら，新規ユーザを開拓していくためには，こうしたユ

ーザを支援する機会を提供し，RTミドルウェアに触れ
る機会を提供していくことが重要である． 

RT ミドルウェア初心者，特に RT ミドルウェアコンテ
ストの参加が期待される高専生，大学の学部４年生や

院生を対象に 2011 年より RT ミドルウェアサマーキャ
ンプを開催してきた[3]． 
	 本稿では，第二回目となる RTミドルウェアサマーキ
ャンプの報告を行うものとし，サマーキャンプの概要，

および参加者からの感想，また次年度の開催に向けた

課題について述べる． 
 

２．RTミドルウェアサマーキャンプ 2012 
2.1	 概要	 

 RTミドルウェアサマーキャンプ 2012は合宿形式の講
習会である．本サマーキャンプは，幅広い RTミドルウ
ェアに関する知識，経験の獲得を目的に，RTミドルウ
ェアを用いたシステム開発実習だけでなく，RTミドル
ウェアに関連する知識獲得のための講演会から構成さ

れる．講演会では，RTミドルウェアの開発支援ツール
の紹介から，RTミドルウェアの応用事例など，本サマ

 
Fig.1 Opening talk by Prof. Kotoku 
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ーキャンプだけでなく，今後の研究開発においても有

用な情報の提供が行われた． 
	 本サマーキャンプの参加者は全体で 22名（一部日程
参加５名）であり，参加者は産業技術総合研究所内の

ゲストハウスにおいて宿泊し，参加者同士での会場外

での交流を深められる環境を提供した．また講師陣は

講演者および RT ミドルウェアに精通したボランティ
アにより構成され，サマーキャンプ参加者を可能な限

り逐次ケアできる体制の元で実施された． 

2.2	 １日目概要	 

 １日目には，実行委員長である産総研神徳氏より開会
挨拶が行われた(Fig.1)．また，講師陣も含めた本サマー
キャンプに関わる参加者全員より自己紹介および本サ

マーキャンプにかける意気込みについて発表が行われ

た．続いて，本サマーキャンプの進め方や注意点など

について説明が行われた． 
	 ガイダンス後，２グループに分かれ産業技術総合研

究所知能システム研究部門の見学会が行われた．また，

並行して産総研の原功氏より，昨年度の知能化プロジ

ェクトにおける成果である ROBOSSA[4]についての紹
介が行われた．さらに，Choreonoid[5]と OpenHRI[6]を
用いたロボット制御についてのデモも行われた．また，

参加者間の親交を深めることを目的とした懇親会が開

催された． 
 

2.3	 2 日目概要	 

 ２日目は産総研の安藤慶昭氏より RT コンポーネント
開発の手順について紹介が行われた．また，グローバ

ルアシストの坂本武志氏より，RTミドルウェア開発ツ
ール群の紹介が行われた．講演終了後には各参加者よ

り本サマーキャンプにおける達成目標についての決意

表明を行った．本サマーキャンプの参加者に，RTミド
ルウェア開発初心者が多かったことから，サンプルコ

ンポーネント作成実習を行った．また，MID アカデミ
ックプロモーションズの松坂要佐氏より OpenHRI[5]の
利用方法について注意点を交えた紹介が行われた． 
	 ２日目の午後より実習が開始され，各参加者は各自

の設定した課題に対応するロボットやデバイスの RT
コンポーネントの動作確認などを行っていた． 
 
2.4	 3 日目概要	 

 ３日目には，産総研のジェフ・ビグス氏より RT シス
テム構築支援ツールである rtshell[7]の利用方法につい
て紹介が行われた．また，東大の岡田慧氏より NEDO
知能化プロジェクトにおける成果である RT ミドルウ

ェアと Willow Garage 社において開発が行われている
ROS との相互運用プログラミングについての事例紹介
[8]と実際の運用方法についての紹介が行われた． 
	 午後には２日目に続き，実習が行われた．この日よ

り菅佑樹氏が講師に加わり，菅氏の開発した RTコンポ
ーネントの利用方法の講習などが対象者向けに行われ

た（Fig.2）． 
 
2.5	 4 日目概要	 

	 4日目にはセック中本啓之氏より，セック社における
ロボットシステム開発の取り組み，さらには機能安全

対応 RTミドルウェア(RTMSafety)[9]や Android対応 RT
ミドルウェア(RTM on Android)[10]についての紹介が行
われた．また，産総研の原功氏より ChoreonoidとG-robot
を用いたロボットモーション作成や，原氏により開発

された各コンポーネントの紹介が行われた．また，午

後には前日に引き続き実習が行われた． 
 
2.6	 5 日目概要	 

 ５日目には RT ミドルウェアコンテストにおいて最優

 
Fig. 2 Lecture scene for implementation 

 
Fig. 3 Presentation for summer camp achievement 
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秀賞を受賞したフリーランスエンジニアの菅氏，芝浦

工大の佐々木氏より RT ミドルウェアコンテスト必勝
法という題目で講演が行われた．また，岡田浩之氏よ

り，ロボカップ＠ホームの紹介が行われた． 
	 午後には参加者によるサマーキャンプ期間中での成

果発表会が行われた．成果報告会では，サマーキャン

プ期間中における参加者各自の開発成果の報告が行わ

れた．各参加者よりサマーキャンプ期間中に開発した

成果がデモンストレーションを通じて報告が行われた

(Fig.3)． 
	 サマーキャンプ開始時にはプログラミングレベルや，

RTミドルウェアによるシステム開発経験に差は見られ
たものの，本サマーキャンプにおける RTミドルウェア
を用いた開発を通じて，参加者一人一人が得るものが

あったことを感じる報告会であった． 
	 また，サマーキャンプ終了後，RTミドルウェア BOF
ミーティングとして，RTミドルウェアの現状や今後の
普及，さらには次年度のサマーキャンプ開催に向けた

課題などが議論された． 
 

３．参加者からの感想および今後の課題  
3.1	 参加者からの感想 
本サマーキャンプを通じた参加者からの感想について，

一部を以下に示す． 
・	 普段，RTM 開発者がこんなに集まることなんてほ

とんど無いようなすばらしい環境で，先生方も深夜

遅くまで付き合ってくれて，RTM を習得するのに

これ以上の環境は無いくらい刺激的でモチベーシ

ョンの保てる場であった．こんなにも整いすぎると，

寝る時間さえもったいなく感じてがむしゃらに頑

張れた． 
・	 RTミドルウェアはサンプルを動かす程度のことし 
かできませんでしたが，多くの講師の方々に教えて

いただきながら使い方を身に付けていくことがで

きました．やっと本格的に使えるようになってきた

ので，研究や趣味に活用していければと思います． 
・	 1週間集中して、勉強できるよい機会になりました。 

RTミドルを詳しく知ることができたと共に、 どの
ような人が RTミドルに関わっているのか、人とそ
の思いを知ることができたのは大変よかったと思

います。 また宿泊先で他の参加者と一緒に朝まで
実装検討できたのは、 とても新鮮で楽しかったで
す． 

・	 私は RTM初心者でしたが講師の皆様のサポートの
おかげで、自分でコンポーネントを作成して物を動

かすところまでできました．また，参加者の方達と

キャンプの課題以外にも研究や私生活についての

話をすることもできたので非常に良い刺激になり

ました．一石二鳥にも三鳥にもなるキャンプになっ

たと思います． 
・	 5 日間の RT ミドルウェアサマーキャンプ，とても
楽しかったです．結局何も下準備していない状態か

らでしたが，5日間でロボットシステムを構築でき
るまでになりました．もしわからないことがあって

も講師の皆様方にすぐ助けて頂ける環境でしたの

で，安心して開発することができました．少し大変

でしたが，一人で開発していたのでは到底得られな

い体験ができました．本当にありがとうございまし

た． 
・	 本当に濃い内容の合宿でした．始まる前は長いと思

っていた 5日間ですが，気がつけばあっという間に
終わっていました．この合宿に参加するまで

OpenRTM の存在すら知らない状態でしたが，講師
陣の方々の手厚いご指導もあり，最終日には無事成

果発表を終えることができました． 
 
3.2	 今後の開催に向けた課題 
	 今回のサマーキャンプでは，参加者のレベルに差が

あり，また RTミドルウェアに触れたことがない参加者
が多く見られた．サマーキャンプにおける有用な成果

創出のためには，事前の RTミドルウェアの学習を徹底
することが重要と言える．この課題に対して，事前に

学会などと併催する講習会に参加してもらうことや，

別途初心者向けの講習会開催などを検討していく必要

がある．また，それと併せて参加以前の段階での自習

のスキームを充実させる必要があると考える． 
	 また事前に取り組む課題についても案を提示しても

らうようにし，講師陣より案に対してフィードバック

するような仕組みも導入することで，より効果的とす

ることができると考える． 

 
Fig. 4 Commemorative photo with all participants 
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4．結言  
	 本稿では，RT ミドルウェアサマーキャンプ 2012 に
ついての報告，および次回開催に向けた課題について

示した．Fig.4 に示すように多くの参加者，講師の元で
無事開催できたこと，また参加者に RTミドルウェアを
用いたロボットシステム開発に興味を持ってもらうこ

とができたことから，成功であったと考えている． 
	 RTミドルウェアサマーキャンプ 2013がRTミドルウ
ェアを用いたロボットシステム開発者育成という目的

に対して，より有用な場とすべく，今回の反省を反映

した運営を行っていく． 
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